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地域在宅老人の歩行移動力の現状とその関連要因
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目的　「1km歩行移動力」指標を用いて，地域老人の歩行移動力の現状を把握し，歩行移動力と

日常生活動作能力（ADL）および生活の質（QOL）との関連を明らかにするとともに，歩

行移動力が低下する原因を探ることにある。

方法　60～84歳の地域在宅高齢者3,266人を対象として，質問紙を用いた訪問面接調査を行った。

歩行移動力は独自に作成した「1 km歩行移動力」指標で評価し，その関連要因としての

ADLは基本的ADL指標，「総合的移動能力」指標および老研式活動能力指標により，

QOLは主観的健康感，老人用うつスケール（GDS）短縮版および生活満足度尺度K

（LSIK）で評価した。また，通院状況や自覚症状についても尋ね，歩行移動力との関連を分

析した。

成績　対象者の応答率は86.6％であった。1 km歩行移動力では，全体では男の86.3％，女の

77.6％が，1 kmほどの距離を「不自由なく歩ける」と回答したが，男女とも年齢が高くな

るにしたがって，「歩けるが難儀する」や「歩けない」と答えた人の割合が増えていた。基

本的ADL指標や「総合的移動能力」指標との相関分析から，「1 km歩行移動力」指標は軽

度～中等度の歩行障害を検出できる尺度となりうることや，日常の行動範囲が歩行移動力に

よって規定されていることが判明した。さらに，1 km歩行移動力が低下している高齢者は，

主観的健康感が悪く，GDS得点が高く，LSIK得点が低いなど，いずれのQOL指標も低下

していた。次に，通院疾患や自覚症状の有無別に歩行移動力を比較した結果，膝関節症や腰

痛などの筋骨格系疾患，脳卒中や心疾患といった循環器系疾患を有するものや，歩行困難に

関連した自覚症状を有するものは，そうでないものに比べ，歩行移動力が有意に劣ってい

た。さらに，聴力や視力の低下も歩行移動力に関連があった。

結諭　「1km歩行移動力」指標は，地域老人が持っている歩行移動力の個人差をよく反映する尺

度である。この指標を用いて地域老人の歩行移動力を測定した結果，歩行移動力の低下に

は，筋骨格系疾患や循環器系疾患の既往，加齢に伴う身体虚弱性，さらには一部聴力や視力

の障害が関与していることが示唆された。
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